
事業プロデュース事業による事業化支援事例

所在地　　　：　静岡県静岡市駿河区小鹿 1-63-1

事業内容　　：　紙の箱（印刷紙器）を中心に、印刷、包装、

　　　　　　　 箱、オリジナル製品作成、POP、販促物

設立        ：  1956 年

マスク用芳香シールの事業化

・マスクに貼るシールで、フイルムに香料入り粘着剤によりマスク内にのみ香りを届ける。

・ブドウやミカンなど優しい香りにより、長時間のマスクでも快適に過ごすことができる。

・いろいろなデザイン（画像、ロゴ、マークなど）の印刷により、マスクのシールとして特徴を

出し、顧客の要望に合わせて、ノベルティ用途や販売用途などの展開が可能。
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・株式会社中央パッケージングが財団に来所し、マスク用芳香シールを考案・試作したとの説明があっ

た。

・同社担当者様と「製品の強みを発揮できる市場」について、ディスカッション。複数のターゲットを

設定し、その内、　実際にドラッグストア、プロスポーツチーム ( バスケットボール、プロ野球 ) へ

アプローチを支援した。

・薬局など販路開拓を進める中で、コロナ下で子供でも長時間マスクができるように、子供に人気のあ

る動物の印刷を考え、静岡市立動物園にコンタクトを取り、実用化を進めた。

・静岡市立動物園の購入が決定し、その実績をバネに同社は幅広い提案営業活動を進め、販売を広げた。

・同製品の特長及び、同社の強み（デザイン力、印刷技術）を活かし、ノベルティ用途の提案営業展開

がふさわしいと判断される。

株式会社中央パッケージング　様

マスクに「貼る香りシール」

※画像は同社WEBサイトより引用



支援スキームと活用した支援メニュー

・静岡県産業振興財団

・静岡市

・常葉大学造形学部

参加団体

活用した

支援メニュー ・事業プロデュース事業

これまでにないシールデザインを模索するため、デザイン系学部を有する

常葉大学との産学連携を実施

常葉大学造形学部学生との顔合わせ 産学連携ミーティング（2回目）の様子

産学連携ミーティング（３回目）の様子シールデザイン　中間プレゼンテーション

シールデザイン　最終プレゼンテーション 最終デザイン決定に向け、ディスカッション。

学生がデザインしたシールが、実際に小売店店頭にて販売されること

を目指し、取り組んでいます。


